
バイホロン株式会社建設工事等入札心得（ 出場入札及び郵便入札） 

 

 

（ 趣旨） 

第１ 条 バイホロン株式会社が発注する建設工事等に関する契約に係る競争入札を行う場合の

取扱いについては、この心得（ 以下「心得」という。） の定めるところによるものとする。 

（ 入札等） 

第２ 条 入札参加者は、契約書案、心得、図面及び仕様書（ 以下「設計図書等」という。） 

及び入札公告又は指名通知書を熟覧のうえ、入札しなければならない。 

 

２ 入札書は、所要の事項を明記し、記名押印し、封かんのうえ、入札者の氏名、工事（ 委

託） 

名、入札（ 開札）日及び「入札書在中」と記載して、所定の日時までに所定の場所に指定され

た方法で提出しなければならない。 

３ 入札参加者は、入札に当たっては、入札価格の積算内訳書を提出しなければならない。 

４ 入札者は、一度提出した入札書等の提出書類を書替え、引換え、又は撤回をすることができ

ない。 

５ 入札参加者は、代理人が入札するときはその委任状を持参させなければならない。 

６ 入札参加者は、当該入札に対する他の入札参加者の代理をすることはできない。 

７ 入札参加者は、地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当する者を入札の代理人とする

ことができない。 

８ 入札の執行を妨害した入札者には、退場を命ずることができる。 

（ 入札の辞退） 

第３ 条 入札参加者は、入札を辞退するときは、その旨を、次の各号に掲げるところにより申

し出る。 

( 1) 出場による競争入札の場合にあっては、入札執行前においては、入札辞退届を契約担当課

に直接持参し、又は送付（ 入札日の前日（ 休日を除く。）までに到着するものに限る。） 

して行う。また、入札執行中においては、入札辞退届又はその旨を明記した入札書を、入札を

執行する者に直接提出して行う。 

(2) 郵送により入札書を提出することを指定したとき（ 以下「郵便入札」という。） は、公

告で示した入札書の到着期限までに入札辞退届を契約担当課に直接持参し、又は送付して行

う。 

２ 入札を辞退した者は、これを理由として以後の入札参加について不利益な取扱いを受けるも

のではない。 

３ 指名競争入札を行う場合は、入札の辞退により、入札参加者が１人のときは、入札の執行を

中止する。 



（ 公正な入札の確保） 

第４ 条 入札参加者は、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（ 昭和２２年法律第

５４号。以下「独禁法」という。） 等に抵触する行為を行ってはならない。 

２ 入札参加者は、入札に当たっては、競争を制限する目的で他の入札参加者と入札価格又は入

札意思についていかなる相談も行わず、独自に入札価格を定めなければならない。 

３ 入札参加者は、落札者の決定前に、他の入札参加者に対して入札価格を意図的に開示しては

ならない。 

（ 入札の中止等） 

第５ 条 入札参加者が独禁法等に抵触する行為その他不正若しくは不穏の行為をなし、又は関 

係職員が入札の適正な執行を妨げる恐れがあると認める場合には、当該入札参加者を入札に参

加させず、又は入札の執行を延期し、若しくは中止することができる。 

（ 無効の入札） 

第６ 条 次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。 

(1 ) 入札に参加する資格を有しない者のした入札 

(2 ) 委任状を持参しない代理人のした入札 

( 3) 所定の日時までに所定の場所に到着しない入札 

(4 ) 指定した方法以外で提出された入札 

(5) 記名押印のない入札 

(6) 入札金額を訂正した入札 

(7) 入札書と積算内訳書の金額が異なる入札及び入札書の記載事項が不明瞭であり、意思表示

が確認できない入札 

(8) 明らかに独禁法等に抵触すると認められる入札又は入札に際し不正の行為があったと認め

られる入札 

(9 ) 同一人の同一事項に対する２ 通以上の入札 

(10)同一事項の入札について他人の代理人を兼ね、又は２ 人以上の代理をした者の入札 

(1 1)予定価格を上回る価格を提示した入札 

(1 2)入札価格の積算内訳書を提出しない者のした入札 

( 13)前各号に掲げるもののほか、入札に関する条件に違反した入札 

（ 開札） 

第７ 条 開札は、指定した場所において、指定した時刻に、入札参加者立ち会いの上、行う。 

（ 開札の立会い） 

第８ 条 郵便入札の開札には、入札参加者（ その者に雇用されている者を含む。以下この条に 

おいて同じ。） の中から、契約担当課があらかじめ選任した２者を立ち会わせる。 

２ 前項の場合に立会人が２ 者に満たないときは、入札事務に関係のない職員を立会人に充て

る。 

３ 立会人は、開札終了後、結果を記した開札立会人確認書に署名しなければならない。 



（ 第一順位の落札候補者の決定） 

第９ 条 一般競争入札において、予定価格の制限の範囲内の価格をもって入札した者（ 以下

「落 

札候補者」という。） のうち、最低の価格をもって入札を行った者 

を第一順位の落札候補者とする。 

（ 落札者の決定） 

第１ ０ 条 入札者のうち、予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって入札した者（ 一般 

競争入札にあっては、第一順位の落札候補者が入札参加資格の要件を満たしているかどうかの

審査（ 第一順位の落札候補者が入札参加資格を満たしていない場合には、次に低い価格で入札

した落札候補者を第一順位の落札候補者に繰り上げる。） により決定した者） を落札者とす

る。ただし、落札者となるべき者の入札価格によっては、その者により当該契約の内容に適合

した履行がなされないおそれがあると認められるとき、又はその者と契約を締結することが公

正な取引の秩序を乱すこととなる恐れがあって著しく不適当であると認められるときは、その

者を落札者とせず、予定価格の制限の範囲内の価格をもって入札した他の者のうち、最低の価

格をもって入札した者を落札者とする。 

２ 落札者となるべき者が、落札決定の日までに入札に参加する資格の要件のいずれかを満たさ

なくなった場合は、当該落札者となるべき者のした入札は、効力を失う。 

（ 同価の入札者が２ 人以上ある場合の落札者の決定） 

第１１条 落札者となるべき同価の入札をした者が２人以上あるときは、直ちに、当該入札をし

た者にくじを引かせて落札者を決定する。ただし、郵便入札による場合は、当該入札をした者

について、契約を担当する課が指定する日時及び場所に参集を求め、くじを引かせて落札者を

決定する。 

２ 前項の場合において、当該入札をした者のうちくじを引かない者があるときは、これに代え

て、入札事務に関係のない職員にくじを引かせる。 

（ 分離・分割発注工事に係る落札者の決定） 

第１２条 分離・分割発注工事で、同一の者が複数の工事を重複して落札することを制限する 

入札における落札者の決定等は、次のとおりとする。 

２ 入札公告の番号及び指名通知に示す入札番号の順に開札を行い、落札者を決定する。ただ

し、調査基準価格を下回った入札で調査が必要な場合等（ 入札の中止又は不調により落札者が

決定しない場合を除く。） で落札者が直ちに決定しないときは、その入札の落札者が決定する

までの間は、その後の入札の落札者の決定を保留する。 

３ 落札者が共同企業体のときは、当該共同企業体の構成員及び当該企業体の構成員の全部又は

一部を同じくする共同企業体は、その後の入札の落札者となることができない。 

（ 契約書等の提出） 

第１３条 落札者は、落札決定の日から起算して５ 日以内（ 建設工事においては７ 日以内。

休日を除く。） に契約を締結しなければならない。 



２ 落札者が前項に規定する期間内に契約を締結しない場合には、落札者としての権利を失う。 

３ 落札者が、落札決定後、契約締結までの間において、入札に参加する資格の要件を満たさな

くなった場合は、契約を締結しないことがある。 

（ 異議の申立） 

第１４条 入札者は、入札後、設計図書等についての不明を理由として異議を申し立てること 

はできない。 

 

 

 


